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第40号（２面）２００８年２月１５日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





******************************************************************








　2月10日、「９条世界会議によせて」と題した今回の「憲法ひろば」例会。笹本さん、平瀬さんの報告（１面参照）の後に、コスタリカ留学から帰られた井上さんの「特別報告」もいただきました。最後に「ひろば」として「９条世界会議」にどう関わるかも話し合いました。　（富永りか記）





　布田にお住まいの井上八香さん（右写真）は大学生。昨年半年間の「コスタリカ留学」で学んだことを報告していただきました。軍隊ではなく、対話が平和を創る。軍事費は無駄使いで、それを教育や福祉に回そう、という国を、自分の目で見てきたい、と思って留学。師事したカルロス・バルガスさん（法学博士、世界会議のゲスト）は、平和を創りだすには、非武装への強い信念と、それを実際に実行すること、それを伝えること（教育）、が大事だとおっしゃっている、とのこと。


　コスタリカの人の、「人生は短いから楽しまなくっちゃ」「戦争はそれを邪魔するもの」という言葉が印象的でした。


　　











　ブース（机ひとつに椅子２脚、展示物を掲示するボードがセットで使用料７千円）を出すのか、それとも賛同人や参加人数を増やすことにエネルギーを使うのか、ボランティアとして調布のさまざまなところに出かけて行って宣伝活動を行なうのか。「幕張メッセという場所柄、バスを出してもいいねという話が出た一方、「いやいや個人的に行くのがいい」との意見も出ました。


　どれも思いのこもった意見でしたが、これまで「憲法ひろば」は１人ひとりの考えや思いを大事にしてきているので、「ひろば」として結論を出して取り組むのでなく、別個に実行委員会を立ち上げるほうがよい、という一致点が生まれました。その実行委員会は、調布のさまざまな「九条の会」や団体・個人に呼びかけ、多様な実行委員を募ってつくろう。その実行委員会で「９条世界会議」への関わり方や参加の仕方を考えてもらい、「ひろば」としては、そこでの結論に可能な限り協力をする。こういう考え方と方向性で行こうということです。


いろんな意見が尊重され生かされて、世界会議を楽しみにできたらいいなあ、と思ったことでした。


　ちなみに、今日の例会の中で募った結果、10人の方が実行委員に名乗り出てくださいました。23日の夜7時から、あくろす2階の活動支援センターで、第１回の実行委員会が開かれる予定です。


　どなたでも参加できます。
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 ●３月１５日（土）13:30～� ●あくろす３階ホール


　　憲法が見える島


基地･沖縄の現実と平和への志


　　　　　取材現場で感じたこと


　沖縄県北谷（ちゃたん）町で10日夜、米海兵隊員が中学３年生の女子生徒（14）に暴行する事件が発生！････「琉球新報」記者の松元剛さんをお招きし、沖縄問題から憲法と安保条約下の日本を考えることを計画してきた第32回例会は、いよいよ熱い例会になります。大勢のご参加を！


 ●３月２６日（水）～２９日（土）


  有志による沖縄基地めぐり


　第３弾の「憲法を考える旅」として計画中です。


 ●４月中・下旬


  関東周辺の基地見学


　第33回例会は基地見学。時期と場所についてご意見募集中です。


 ●５月


　憲法･安保問題 第34回例会


 ●６～７月


　第35～36回例会　検討中


 ●８月２４日（日）～２５日（月）


  08夏期合宿 第37回例会


　今回も八王子｢大学セミナーハウス｣で行ないましょう


 ●１２月１３日（土）


  ４周年記念集会


　たづくり12階「大会議室」を押さえてあります。ご意見募集中です。














